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染料 の種類によって染色した布の虫害状態が著し く異

ることはわれわれ日常 よく経験しているところであ る。

1917 年ドイツのMeckbach はMartius yellow で染め

た布は特に喰害が少い ことを証明している。昭和28 年･

関東支部例会に於いて佐々木ヒロ子は化学染料各種で染

めた布についてモの喰害を報告し た。そ こで今回は天然丿

染料 と化学染料で染色した布ではその喰 害は どのように

違う ものであるかを「ヒメマルカツオブ シムシ」 の幼虫。

を材料として試 みた。昨年は天然染料として「スオウ」

と「 クチナシ」を使用し，モの比較の化学染 料として スー

オウの色に類似のAlizarin red Chromogen red, にク

チナシ」に類似の色としてMetanil yellow を使用し ，

倚媒染剤として明磐を使用した。モの結果「スオウ」及。

び「 クチナシ」 の天然染料処理布は遥かに化学染料 のモ

払泰,りも喰害が少なかった。


